
 

 

第１学年      道 徳 科 授 業 案 

            令和４年７月１１日（月） 第５校時 

 

                                       
 
１  研究主題 
 

 

 

 

２  主題名       大切なきまり＜ C－（１０）＞ 規則の尊重 

          中心となる教材  「さるきちのいたずら」 

 

３  単元設定の理由 
○ 児童観  

    小学校入学から３か月が過ぎ，トイレの使い方やあいさつ等，学校のきまりについ
て考えながら生活することができる児童が多くなってきている。一方で，廊下の歩き
方や室内での過ごし方等において周りの様子がよく見えず，自分本位の行動も多く見
られる。そこで，この時期に，改めて身の回りの公共物や公共の場所の使い方につい
て考えさせたい。  

また，６月実施のアンケートによると，１３名中１１名が，家庭においてパソコン
やタブレットでインターネットを利用していることが分かった。視聴時間について保
護者と約束を決めている児童は多いが，情報機器を安全に使おうとする意識は高いと
は言えない。そのため，日常生活との関わりを意識しながら，情報に関する約束やき
まりについて考えることができるようにしたい。  

 

○ 教材観  

    本資料は，学校探検についての説明が書かれたお知らせ板に，さるきちがいたずら  

書きをするという内容である。いたずらされたお知らせ板を見た友達が，その後どう  

なるかというところで話は終わる。主人公や周りの人たちの心情や行動を通して情報  

や公共物を扱うときに「大切なこと」について考えることによって，ねらいとする道  

徳的価値について考えを深めることが期待できる資料である。終末の段階でインター  

ネットの活用例についてクイズ形式で紹介することで，本時の授業を振り返るととも  

に，規則の尊重について自分事として考えを深めることができるようにする。  

 

○ 指導観  

   導入では，身近にあるお知らせ板の写真を提示することで，本教材で中心となるお
知らせ板の役割を理解する。展開前段では，資料「さるきちのいたずら」を読む前に
先行オーガナイザーを用いて登場人物が問題に至るまでの経緯や状況を説明すること
で，道徳的問題場面を構造的に捉えることができるようにする。中心発問では，さる
きちの行動を多面的・多角的に捉えながら，話し合いが深まるようにしたい。展開後
段では，ワークシートの吹き出しを活用して「自分ならさるきちに何と言ってあげる
か」ということを考えさせるとともに，その場面を役割演技させることで，みんなで
使う物や場所を進んで大切にしようとする実践意欲や態度を身に付けられるようにす
る。終末では，コラム「ひろげよう」の内容を紹介するとともに，身近なインターネ
ットの活用の仕方についてもふれ，今後の学校生活や家庭生活に活かしていけるよう
にしたい。  

 

 

豊かな人間力をそなえた子どもの育成  

～教科等横断的な情報モラル教育の着実な実践を目指して～ 

 
（略） 



 

 

４ 本時のねらい 

情報に関する約束やきまりについて考えることを通して，公共物を使うときに大切にし  

たいことに気付き，約束やきまりをしっかり守ろうとする実践意欲と態度を育てる。  

 

５ 授業の構想 

 （１）発問と板書構成を同一にすることで，道徳的問題場面を明らかにするとともに，   

ねらいとする道徳的価値の理解をもとに考えを深めることができるようにする。  

（手立て１） 

（２）教科書の資料に加えて身近なインターネットの活用例を紹介し，約束やきまりに対

する自分の考えを見つめることができるようにする。（手立て２） 

 

６  学習過程 

学習活動・内容  時間  
○指導上の留意点 ◇評価  

情  情報モラル  

（１）「おしらせばん」の役割について  

話し合う。 

  ・大切なことを知らせる。 

  ・みんなの役に立つ。  

 

（２）資料「さるきちのいたずら」を読  

み，話し合う。 

 ① らくがきをしたさるきちの気持ち  

について話し合う。 

  ・ちょっとぐらいいいかな。 

  ・もうみんな見たよね。 

  ・らくがきは楽しいな。 

  

② さるきちのしたことをどう思うか  

話し合う。（中心発問） 

  ・見た人がまちがってしまうからよ   

くない。 

  ・ちょっとぐらいでもだめ。 

  

③ さるきちはどうすればよかったか  

話し合う。 

５  

 

 

 

 

２０  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 身近にあるお知らせ板を紹介し，その

役割について実感を伴って理解するこ

とができるようにする。 

 

 

○ 先行オーガナイザーでは，教材のお知

らせ板の内容とさるきちがいたずらを

することについて説明し，自分ならさる

きちに何と言ってあげるか考えながら

教材文を読むことができるようにする。 

○ 発問と板書構成を同一にすることで，

道徳的問題場面を明らかにするととも

に，ねらいとする道徳的価値の理解を深

めることができるようにする。  

（手立て１） 

○ 「みんなもう読んでるかも。」「つい

書きたくなるよね。」などと問い返し，

きまりを守ることの難しさや大切さに

気付くことができるようにする。 

 

 



 

 

   

・約束を守るという強い気持ちをも

つ。 

  ・みんなのことを考える。 

  ・みんなを困らせないという気持ち   

をもつ。  

 

（３）自分の生活を振り返る。 

   自分ならさるきちになんと言って  

あげるか考えてワークシートに書

く。 

 

 

 

 

（４）教師の説話を聞く。  

 

 

 

 

 

 

 

 

１０  

 

 

 

 

 

 

 

 

１０  

 

 

○ 約束やきまりを守ることのよさにつ

いてとらえさせ，実践意欲を高めること

ができるようにする。 

 

 

 

○ 役割演技を行い，双方の気持ちについ

て考えることができるようにする。 

◇ 公共物を使うときに大切にしたいこ

とに気付き，約束やきまりを守ることに

ついて考えようとしている。  

（発言，ワークシート）  

 

情 「ひろげよう」を活用するとともに，

身近なインターネットの活用例を紹介

し，それぞれ約束やきまりについての自

分の考えを見つめ直す。  

（手立て２）  

 
 
７  板書計画  
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第６学年      算 数 科 授 業 案 

           令和４年１０月１８日（火） 第５校時 

        授業者     （Ｔ１）      （Ｔ２）      

１ 研究主題 
 

 

 
 
 

２ 単元名             データの調べ方 【 Ｄ データの活用 】 

              データの特ちょうを調べて判断しよう 

３ 単元設定の理由 
○ 児童観 

   本学級は、昨年度の「次世代のためのメディアリテラシー育成事業」に引き続き、タイムマ
ネジメントやリスクマネジメントなどメディアを使用する際に大切なことについて重点的に学
習してきた。今年度も家庭におけるメディアの使用時間を管理し、毎週目標を設定し、正しく
使用できるように継続的に取り組むことができている。今年度は、自校のホームページの記事
作成を授業の課題とするなど、発信する側の学習も行ったことで、興味・関心をさらに高める
ことができた。また、フィルターバブルやポストトゥルース・フェイクニュースなど偏った情
報や情報の真偽に注意しながら、さまざまな視点から情報を集められるように指導を重ねてき
た。 

   今年度のふくしま学力調査の結果からデータの活用は県平均を上回っているが、発表に苦手
意識を持っている児童が多く、本単元のように答えが一つとは限らない場合、自分の考えや意
見を根拠に基づいて説明することや、データを比較・分析し、判断理由を明確にして発表する
ことなど、まだまだ論理を立てて説明する経験が不十分である。そこで本単元を通して、自分 

 

○ 教材観 

     第５学年までに、棒グラフ、折れ線グラフ、帯グラフや円グラフ、２次元表について学習し
てきた。また、文字情報として得られる「質的データ」や数値情報として得られる「量的デー
タ」、時間変化に沿って得られた「時系列データ」について、グラフに表したり表にまとめた
りすることでデータの特徴や傾向をとらえることも学習してきている。 

本単元では、目的に応じてデータの収集や分類整理、グラフや表、代表値の適切な選択な
ど、一連の統計的な問題解決の方法を理解できることがねらいである。結論について批判的に
とらえ妥当性について考察できるようにすることも本単元のねらいであり、複数の情報の取捨
選択や批判的な客観的分析など、情報モラル教育と大いに関連する教材であると捉えている。 

    

○ 指導観 

問題解決のために、平均値、最頻値、中央値などの代表値を自ら選択して用いるとともに、
ドットプロット、ヒストグラム、度数分布表で表したデータの散らばりに考慮しながら集団の
傾向を探り、どのクラスが優勝するかの結論を導き出せるようにする。そのために、集団を比
較しやすいように、まず本時までに学習してきたデータを表に整理させる。どのデータを使う
べきか自分で判断できるようにさせたい。次に予想する方法を考え、どのデータをもとに優勝
するクラスを予想したのか理由を問いていく。展開の中で、友達との交流を通して、考えを共
有・吟味できるように TT による同じ意見を持つ児童同士の話し合いのコーディネートを行
う。TT の指導形態で指導することにより、思考の広がりや考えを深めることにつなげ、自分の
予想を自信をもって発表できるようにさせるとともに、様々な視点からデータを読み解く力を
身に付けさせたい。本単元を通して、振り返りの時間に何を学習したのかを明確にするために
自分の言葉でまとめる時間を確保する。 

また、その結論を批判的に考察し、さらなる問題を設定できるようにする。その際、批判的
に考察し判断することが、インターネットなどで情報を収集し自分で判断することができる力
に結びつけられるように指導したい。 

豊かな人間力をそなえた子どもの育成 

～教科等横断的な情報モラル教育の着実な実践を目指して～ 

 
（略） 

 



 

 

４ 単元目標  
  ◎ 目的に応じてデータを収集したり適切な手法を選択したりするなど、統計的な問題解決の方

法を知ることができる。               【Ｄ（１）ア（ウ）知識及び技能】 
○ 目的に応じてデータを集めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目し、代表値などを用いて
問題の結論について判断するとともに、その妥当性について批判的に考察することができる。 

  【Ｄ（１）イ（ア）思考力、判断力、表現力等】 
  

５ 単元計画（総時数１３時間） 
  

□ねらい 
 

 
〇ねらいを達成・確認するための活動や手立て、留意点 

１ 
２ 

□代表値としての平均値について
理解することができる。 

 
 

○３クラスのデータを比べるには、どうすればよいか
意見を出させる。 

○今までに学習してきたこと「平均値」で比べるよう
に気付かせる。 

３ 
 

□データをドットプロットに整理
し、データの散らばりの様子を
考察することができる。 

 

○データを「ドットプロット」に表し、整理する方法
を理解させる。 

○散らばりの様子を調べ、「最頻値」を求めて、比べ
させる。 

４ 

□データを度数分布表に整理する
方法を理解し、読み取ることが
できる。 

 

○跳んだ回数を５回ずつ区切り、表を作成させる。 
○「階級」をもとにした表「度数分布表」について理
解させる。 

５ 

□柱状グラフ（ヒストグラム）の
読み方、かき方について理解す
ることができる。 

 

○「柱状グラフ（ヒストグラム）」について、まとめ
ることで散らばりの様子を見るために便利であるこ
とを理解させる。 

６ 

□代表値としての中央値（メジア
ン）について理解し、代表値と
して求めることができる。 

 

○「中央値」について理解させ、データから中央値を
求めることができるようにさせる。 

７ 
（本時） 

□データの特徴や傾向に着目し、
問題に対する結論を考え、代表
値などを用いて判断することが
できる。 

○今まで学習したデータをもとに、整理された表を作
成させる。 

○データを比べ、理由を明確にし、判断できるように
させるとともに、その妥当性について批判的に考察す
ることができるようにさせる。 

８ 

□これまでの学習に関連して新た
な問題を設定し、解決するとと
もに統計的な問題解決の方法を
理解するとこができる。 

○データのよいところを見つけさせ、理由を明確にし
判断できるようにさせる。 

９ 
□既習のグラフを組み合わせたグ
ラフの読み方を理解するとがで
きる。 

○いろいろなグラフを見て、既習のグラフとの違いに
ついて考えさせる。 

１０ 
１１ 
１２ 

□単元の学習の活用を通して事象
を数理的に捉え、論理的に考察
し、問題を解決することができ
る。 

○統計的に解決可能な問題を自分たちで設定させ、統
計的な問題解決の方法を活用し、問題を解決させ 
る。 

１３ 

□学習内容の定着を確認するとと
もに、数学的な見方・考え方を
振り返り、理解を確実にする。 

 

○数学的な見方・考え方を振り返り、学習内容の定着
を確認するために練習問題に取り組ませる。 

 

６ 本時のねらい 

  データの特徴や傾向に着目し、問題に対する結論を考え、代表値などを用いて判断することがで
きる。 



 

７ 授業の構想 

 （１）今まで学習したデータを見やすく編集したものをいつでも見られる状態にすることで、データ

を確認し自信を持って自分の考えをもつことができるようにする。（手立て１） 

 （２）児童から出た意見を批判的に捉えることで、どうすれば自分の意見の妥当性が高まるかについ

て考え、発表することができるようにする。（手立て２）※情報モラルに関わる内容 

 

８ 学習過程 

学習活動・内容 時間 
○指導上の留意点 ◇評価 

情 情報モラル 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

  長縄の８の字跳びの大会で優勝するク

ラスを予想するには、どうすればいいだ

ろうか。 

  

２ 問題場面をとらえ、データを整理し、

表にまとめる。 

 ・いちばん多い回数 

 ・いちばん少ない回数 

 ・平均値 

 ・中央値 

 ・６５回以上の度数の割合 

 ・度数が多い階級 

 

３ データをもとに自分の考えをもち、ど

このクラスが優勝するのか予想する。 

・１組 

 理由 平均値も最頻値も中央値も同じ値

だから、本番にも安定して記録が

出せそうだから。 

・２組 

 理由 ６５回以上の度数の割合が一番高

いから。 

・３組 

 理由 いちばん多く跳んだ回数が多いか

ら。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前時までの学習で、データの複数の特徴を

関連付けて考察していた考えなどを取り

上げ、本時の導入につなげる。 

○児童の言葉を活かしながら課題文をつくる

ことで興味・関心を高める。 

 

○ドッドプロット、度数分布表やヒストグラ

ムやノートなど前時まで学習したデータを

用意させ、活用させる。（手立て１） 

○T1：全体的に机間指導し、その後の優勝

予想を考えながら、表を整理するように促

す。 

 T2：下位児童に対し、どのデータを使え

ば表が完成できるかのヒントを与える。 

 

 

○自分の意見と理由をワークシートに記入さ

せる。その際、意見と理由が明確になるよ

うにどのデータを使用したのか確認させ、

理由を明確にさせる。   （手立て１） 

情結論や問題解決の過程が妥当であるかを

別の観点や立場から批判的に考察させる。 

（手立て２） 

◇データをもとに、優勝するクラスを予想

し、自分の考えをもつことができたか。 

               （ノート） 

○T1：一つのデータをもとに予想すること

で妥当性があるかどうかについて、批判的

な考察もできるように机間指導するととも

に、いくつかのデータをもとに理由を明確

にさせる。 

 T2：下位児童に対し、理由などがあげや

すいように、どのクラスが優勝しそうか予

想させるためのデータを提示する。 

○TT による同じ意見をもつ児童同士の話し



 

 

 

４ 考えを発表し合い、さらに考えを深め

る。 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめをする。 

 

  それぞれのデータの特ちょうをもとに

理由を明確にすれば、優勝するクラスを

予想することができる。 

 

 

６ 本時の授業を振り返り、次時の見通し

をもつ。 

・たくさんのデータを見比べることも大

切。 

・理由を明確にすることで、説得力のある 

意見が言える。 

 

１０ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

合いのコーディネートを行い、友達との交

流を通し、自分の意見に自信をもたせる。 

○全員の意見をロイロノートに提出し、全員

の考えと自分の考えを共有したり、比較・

検討したりすることで自分の考えを深めさ

せる。 

○自分との違いに気付き、どのデータから導

き出した意見かなど、理由となる根拠を明

確にさせる。 

○児童自らの言葉でまとめさせることで、本

時の学習内容の理解を確かなものとする。 

情インターネットで情報を集めるときは、

結論について批判的に情報をとらえること

が大切であることを理解させる。 

（手立て２） 

 

○本時で学習したことを振り返り、わかった

こと・できたことをノートに記入させる。 

○新たな問題を設定し、次時への見通しをも

たせる。 

 
 
９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   
優勝するクラスを予想するには、どう

すればいいだろうか。 

それぞれのデータの特ちょうをもとに理由を明確にすれ

ば、優勝するクラスを予想することができる。 

○データを表に整理しよう。 

○優勝するクラスを予想しよう。 

 




